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第 1 回技術研究開発講演会終わる 
 10 月 25 日(金)15:00～17:00、KKR ホテル
札幌 5 階｢丹頂の間｣に於いて本センター主催、
共同研究推進セミナー実行委員会、室蘭工業
大学地域共同研究開発センター研究協力会
の共催による講演会が行われた。最初に本セン
ター長斉藤和夫の挨拶の後、総合テーマ｢雪
に係わる技術開発と実例｣と題して｢雪に係
わる技術開発の現場より｣室蘭工業大学機械
システム工学科助教授 媚山政良、｢利雪施設の開発・建設の現場より｣北裕建設コンサルタント㈱取
締役調査部長(利雪技術協会事務局長) 川本周朗、｢雪による地域振興の現場より｣沼田町役場農業振
興課 伊東宏城の 3 講演が行われ、最後に｢利雪の現場に係わる三者鼎談｣では雪に関しての将来の展
望等が話し合われた。参加者は 120 名。 
 
 
 
 日 時  平成１４年１１月２２日（金）１４：００～１９：００ 
 会 場  中嶋神社蓬崍殿 明庭の間 
      室蘭市宮の森町１丁目１番６４号 ＴＥＬ 0143-44-3338 
 参加料  講演会 無料 
      産・学・官交流会 ３，０００円（参加者が一堂に会する交流会） 
                             (※１１月１８日（月）までに郵便振替でお支払い下さい。 
                                加入者名：室蘭工業大学地域共同研究開発センター 
                                口座番号：０２７２０－７－１８１４０) 
 
テーマ「次世代をになう燃料電池の現状と課題」 
 開会挨拶                          財団法人 室蘭テクノセンター 理事長 片寄 四郎 
 プロローグ                                     室蘭工業大学 名誉教授 佐藤 干城 氏 
 講演会 基調講演：～北海道プロジェクトの実現に向けて～ 
          「燃料電池社会に向けての水素貯蔵・供給技術の展開」 
           講師：北海道大学 触媒化学研究センター 教授       市川  勝 氏 
     講演：エネルギー問題と燃料電池技術の位置付け 
           講師：三菱重工業株式会社技術本部技術企画部 主幹    大木 良典 氏 
 産・学・官交流会 
  フ ロ ン テ ィ ア 技 術 検 討 会                      平成１４年１１月   日 
  第 15 回大学・企業技術交流会 
参加申込書 
ＦＡＸ ０１４３－４５－６６３６                ※参加希望欄に○印を付けて下さい。 
 
 企業名                       ＴＥＬ              
役 職 名 氏   名 
講演会 
参加の有無 
交流会 
参加の有無 
    
    
     
第１５回 大学・企業技術交流会(フロンティア技術検討会)
 
 
日 時：11月21日（木）10：30～12：00 
                      13：00～14：30 
場 所：本学共同利用施設2階SCS室 
共 催：共同研究推進セミナー実行委員会 
      ＣＲＤセンター研究協力会 
 
総合テーマ：「建設分野とバイオテクノロジーの連携による環境整備」 
テーマⅠ：水産廃組織の微生物工学的カドミウム除去 
室蘭工業大学 応用化学科教授 菊池 愼太郎 
(株)竹中工務店 環境・エネルギー本部課長代理 水谷   敦司 
イカ内蔵部やホタテガイ中腸腺をはじめとする水産物の非可食部（水産廃棄物）をめぐる諸
問題については良く知られているが、近年は廃棄物総量が増加するとともにその種類も多様化
の傾向にあり、環境衛生的側面からも地域経済の観点からも深刻な打撃を与えている現状にあ
る。以上に基づき、微生物を利用して水産廃棄物から有害重金属を簡便にかつ安価に除去して
資源化する試みについて紹介する。 
テーマⅡ：建設に関わる環境問題 
客員教授((株)竹中工務店 環境・エネルギー本部長) 海野 健一 
建築に関わる環境問題は多岐にわたっているが、最も今日的な話題である資源循環型社会形
成に向けての建設廃棄物問題、公害防止の観点からの土壌汚染問題、および地球温暖化に関わ
る省エネルギー問題の 3点に焦点を絞り、現状と技術課題について概説する。 
 
 
総合テーマ：「バイオテクノロジーから見る環境保全とエコフレンドリープロセッシング」 
テーマⅠ：固定化微生物による環境ホルモンの除去 
室蘭工業大学 応用化学科教授 松山 春男 
 室蘭工業大学 応用化学科助手 藤井 克彦 
倉敷紡績(株) 技術研究所材料化学グループ研究員 田中 忠玄 
近年になって河川魚などのメス化現象が都市部河川で相次いで報告されており、工業排水に
含まれるノニルフェノールが原因であることが分かっている。そこで、本研究室で分離したノ
ニルフェノール分解菌を用いて小型の産業排水浄化装置を試作し性能評価を行った。その結果、
試作した浄化装置は 1ヶ月間に渡って、産業排水中に含まれるノニルフェノールを 90％の効率
で安定的に分解除去できることがわかった。今後、製品化を目指した中・大規模プラントの開
発を行う予定である。 
テーマⅡ：綿製品のエコフレンドリープロセッシング 
客員教授(倉敷紡績(株) 技術研究所主席研究員) 山本 良平 
綿は再生可能な農産物であり、生分解ということも考えれば環境に優しい繊維といえる。し
かし、綿の栽培では大量の農薬が消費され、製品の製造工程には大量のエネルギーと水を必要
とすることからエコフレンドリープロセッシング（環境調和型加工工程）を意識した改善が望
まれる。今回はバイオテクノロジーという観点から、その試みと現状について述べたい。 
 
企業技術者、本学教職員､学生の皆様のご来聴をお願いいたします。 
第２回ＣＲＤセミナー
第１回ＣＲＤセミナー
平成１４年度第１回、２回ＣＲＤセミナーのご案内
